
- 1 - 

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内 

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
二
〇
二
二
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
〇
二
二
年
五
月
十
一
日 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
・
春
季
大
会
世
話
人 

柳 
 

沢 
   

 

昌  

紀 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
・
春
季
大
会
事
務
局
】 

【
会 

場
】
中
京
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場 

 
 
 
 

 
 

中
京
大
学
文
学
部 

柳
沢
昌
紀
研
究
室 

【
行 

事
】    

      
   

        
      

      
  

〒4
6
6-

0
8

2
5
 

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
一―

二 

第
一
日 

六
月
十
一
日
（
土
） 

     
      

     
 
 

電
話 

〇
五
二―

八
三
五―

七
三
一
八
（
研
究
室
直
通
） 

委
員
会
（
一
一
・
〇
〇
～
一
二
・
二
〇
）    

      
 
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

in
fo

@
k

in
seib

u
n
g

ak
u
k
ai.co

m
 

会
場
開
室
（
一
三
・
〇
〇
） 

開
会
時
間
（
一
三
・
三
〇
） 

日
本
近
世
文
学
会
創
立
七
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

本
学
会
主
催
・
日
本
学
術
会
議
後
援 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
三
・
四
〇
～
一
六
・
四
〇
） 

「
独
自
進
化
す
る
？
日
本
近
世
文
学
会
の
研
究 

―
―

回
顧
と
展
望―

―

」 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学 

 

中 

嶋 
 
 

 
 

隆 

 
 
 
 
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

山 

本 
 

 

嘉 

孝 

京
都
大
学 

 

河 

村 
 

 

瑛 

子 
東
京
大
学 

 

陳 
 
 

 
 
 
 

捷 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学 

 

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ 

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト 

 
 

 
 

大
阪
大
学
名
誉
教
授 

 

飯 

倉 
 
 

洋 

一 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授 

 

廣 

瀬 

千 

紗 

子 

司 
 

会 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

京
都
府
立
大
学 

 
藤 

原 
 
 

英 

城 

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
五
〇
～
一
八
・
二
〇
） 

 

第
二
日 

六
月
十
二
日
（
日
） 

会
場
開
室
（
一
〇
・
〇
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
前
の
部
（
一
〇
・
三
〇
～
一
一
・
五
〇
） 

１ 

常
磐
津
「

男
江
口

女
西
行

花
吹
雪
富
士
菅
笠
」
考 

―
―

富
士
太
郎
と
廓
咄
を
中
心
に―

―
 

東
京
大
学
（
院
）
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
） 

古 

川 
 
 

諒 

太 

２ 

『
笈
の
小
文
』
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
序
文
考 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

 

中 

森 
 

 

康 

之 

昼
休
み
（
一
一
・
五
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

編
集
委
員
会
（
一
二
・
〇
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
～
一
六
・
二
〇
） 

３ 

寛
政
期
「
河
太
郎
物
」
の
発
生
源
お
よ
び
成
立
の
前
後
関
係
に
関
す
る
一
考
察 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

 

野 

澤 
 
 

真 

樹 

４ 

曲
亭
馬
琴
『
羇
旅
漫
録
』
の
諸
本
に
つ
い
て 

―
―

十
方
庵
大
浄
本
を
中
心
に―

―
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

木 

越 
 

 

俊 

介 

５ 

初
期
草
双
紙
の
料
紙
か
ら
み
え
る
も
の 

―
―

高
精
細
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
観
察
を
軸
と
し
て―

―
 

国
文
学
研
究
資
料
館
機
関
研
究
員 

 

松 

原 
 
 

哲 

子 

６  

『
赤
城
義
臣
伝
』
成
立
の
一
側
面 

防
衛
大
学
校 

 

井 

上 
 
 

泰 

至 

閉
会
（
一
六
・
二
〇
） 
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨 

日
本
近
世
文
学
会
創
立
七
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

独
自
進
化
す
る
？
日
本
近
世
文
学
会
の
研
究 

―

回
顧
と
展
望―

 

京
都
府
立
大
学 

 

藤 

原 
 

 

英 

城
（
司
会
） 

 

日
本
近
世
文
学
会
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
二
月
に
第
一
回
大
会
を
開
催
し
、
昨
年
末
に
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
、
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
当
時
の
常
任
委
員
会
か
ら

は
、
本
学
会
の
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
学
際
性
、
社
会
性
、
国
際
性
の
三
点
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
「
日
本
近
世
文
学
会
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
」
『
近
世
文
藝
』
74
号
）
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
、
わ
た
し
た
ち

は
そ
れ
ら
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
六
十
周
年
に
あ
た
る
平
成
二
十
三
年
、
高
麗
大
学

校
（
韓
国
）
で
開
催
さ
れ
た
第
百
二
十
一
回
大
会
は
海
外
に
て
の
初
の
大
会
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
近
時
盛

ん
に
実
施
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
そ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
学
会
の
真
摯
な
姿
勢
を
表
す
も
の
で
し
ょ
う
。 

た
だ
、
先
の
提
言
に
は
、
「
本
学
会
に
代
表
さ
れ
る
近
世
文
学
研
究
」
の
あ
り
方
を
「
文
献
的
実
証
性
を
重
ん
じ
、

学
問
的
厳
密
性
を
追
求
す
る
」
も
の
と
評
価
す
る
一
方
で
、
そ
の
閉
鎖
性
に
対
す
る
危
惧
の
念
も
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
学
会
の
存
在
根
拠
と
も
言
う
べ
き
そ
の
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
過
去
の
振
り

返
り
と
現
状
認
識
に
比
重
を
置
き
な
が
ら
、
先
人
の
学
会
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
議
論
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
若
手
・
中
堅
研
究
者
に
、
よ
く
も
悪
し
く
も
古
来
稀
な
る
学
会
の
来
し
方
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
学
会
の
あ
り
方
や
研
究
を
考
え
る
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

パ
ネ
リ
ス
ト 

近
代
初
期
（
近
世
）
散
文
研
究
の
「
学
際
性
・
社
会
性
・
国
際
性
」  

―

西
鶴
を
中
心
と
し
た
前
期
散
文
研
究
の
問
題
点―

 

早
稲
田
大
学 

 

中 

嶋 
 

 
 

 

隆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
文
献
的
実
証
性
」
は
「
学
際
性
・
社
会
性
・
国
際
性
」
に
対
立
す
る
概
念
で
は
な
い
。
戦
前
か
ら
研
究
実
績
の
あ

る
学
会
草
創
期
世
代
の
研
究
者
は
、
文
芸
学
や
文
学
史
、
ジ
ャ
ン
ル
定
義
を
め
ぐ
る
論
争
を
さ
か
ん
に
行
い
、
そ
こ
か

ら
戦
後
の
研
究
が
出
発
し
た
。
そ
の
枠
組
を
崩
す
、
あ
る
い
は
補
強
す
る
研
究
と
し
て
、
厳
密
な
文
献
考
証
が
重
視
さ

れ
た
。
そ
の
閉
鎖
性
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
文
学
史
的
枠
組
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
希
薄
な
点
に
起
因
す
る
。
西
鶴

と
そ
の
前
後
の
散
文
研
究
を
例
に
い
く
つ
か
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。 

  

実
証
的
研
究
の
普
遍
性
と
初
学
者
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性 

 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

山 

本 
 

 

嘉 

孝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者
は
、
学
部
生
と
し
て
は
米
国
で
理
論
的
研
究
、
院
生
と
し
て
は
日
本
で
実
証
的
研
究
の
手
法
を
学
ん
だ
。
デ

ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
等
を
通
し
て
原
資
料
の
存
在
感
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
今
後
求

め
ら
れ
る
の
は
、
理
論
で
は
な
く
実
証
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
現
状
で
は
、
理
論
的
手
法
よ
り
も
、
実
証
的
手
法
の

ほ
う
が
、
学
際
性
・
国
際
性
・
社
会
性
に
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
実
証
的
手
法
は
、
丁
寧
な
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
け
れ
ば
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
学
会
は
、
初
学
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。 
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俳
文
学
研
究
の
課
題
と
展
望 

 

―
近
世
文
学
研
究
の
今
後
を
考
え
る
た
め
に―

 京
都
大
学 

 

河 

村 
 

 

瑛 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
近
世
文
藝
』
創
刊
号
に
は
板
坂
元
氏
に
よ
る
「
複
刻
「
夜
の
錦
」
」
が
載
り
、
以
来
、
俳
文
学
研
究
は
日
本
近
世

文
学
会
の
研
究
の
一
つ
の
柱
と
し
て
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
学
会
創
立
五
十
周
年
以
降
急
速
に
進
ん
だ
資
料
・
技

術
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
俳
文
学
研
究
に
も
新
た
な
形
で
の
進
展
を
齎
し
て
い
る
。
一
方
、
『
近
世
文
藝
』
に
お
い
て
俳

諧
を
主
対
象
と
す
る
論
文
は
近
時
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
発
表

で
は
、
当
該
分
野
を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
を
確
認
・
検
討
し
、
今
後
の
研
究
の
有
り
様
を
考
え
る
一
助
と
し
た
い
。 

  

よ
り
積
極
的
な
発
信
と
、
他
分
野
と
の
交
流
に
対
す
る
期
待 

東
京
大
学 

 

陳 
 

 
 

 
 

 

捷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
問
研
究
は
既
知
の
資
料
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
と
新
資
料
の
発
見
に
よ
り
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
に
文
献
資

料
を
媒
体
と
し
て
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
近
世
文
学
を
研
究
す
る
際
に
お
い
て
、
文
献
的
実
証
性
を
重
ん
じ
る
こ
と

は
、
「
閉
鎖
性
」
の
原
因
で
は
な
い
。
研
究
の
深
化
に
伴
う
高
度
な
専
門
化
と
細
分
化
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
社
会

に
対
し
て
よ
り
積
極
的
に
発
信
し
、
他
分
野
と
の
交
流
や
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、
学
会
の
一
層
の
発
展
の
為
に

不
可
欠
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

  

日
本
の
近
世
の
舞
台
芸
術
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学 
 

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ  

日
本
で
の
近
世
文
学
研
究
は
、
文
献
的
実
証
性
を
重
ん
じ
、
学
問
的
厳
密
性
を
追
求
す
る
と
い
う
基
盤
と
方
針
で
進

化
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
近
世
の
文
芸
は
特
に
、
先
行
作
を
意
識
し
て
発
達
し
て
き
た
第
二
次
的
な
文
学
だ
か
ら
こ

そ
、
歴
史
的
認
識
を
通
し
て
、
作
品
論
、
作
家
論
を
中
心
に
、
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
、
出
典
を
追
求
す
る
「
典
拠

論
」
と
、
江
戸
時
代
と
い
う
歴
史
的
現
実
と
社
会
的
事
象
と
の
関
係
、
題
材
に
さ
れ
た
同
時
代
の
出
来
事
を
解
明
す
る

捜
査
と
い
う
二
つ
の
柱
を
軸
に
進
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
舞
台
芸
術
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を

振
り
返
り
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
て
み
た
い
。 
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研
究
発
表
要
旨 

常
磐
津
「

男
江
口

女
西
行

花
吹
雪
富
士
菅
笠
」
考 

―

富
士
太
郎
と
廓
咄
を
中
心
に―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
大
学
（
院
）
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
） 

古 

川 
 

 

諒 

太 

宝
暦
八
年
三
月
に
江
戸
市
村
座
の
『
恋こ

い

染ぞ
め

隅す
み

田
川

だ

が

わ

』
一
番
目
で
初
演
さ
れ
た
常
磐
津
「

男
江
口

女
西
行

花
吹
雪

は

な

ふ

ぶ

き

富
士

ふ

じ

の

菅
笠

す
げ
が
さ

」
は
、 

富
士
太
郎
と
歌
比
丘
尼
が
廓
で
の
口
舌
の
真
似
事
を
し
た
後
、
歌
比
丘
尼
実
ハ
普
賢
菩
薩
が
富
士
太
郎
に
父
の
敵
浅
間

の
手
が
か
り
を
教
え
る
と
い
う
浄
瑠
璃
所
作
事
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
本
作
の
浄
瑠
璃
史
上
に
お
け
る
意
義
と
、『
作

者
名
目
』
以
来
、
本
作
が
堀
越
二
三
治
の
代
表
作
と
さ
れ
て
来
た
理
由
を
考
察
す
る
。 

 

能
『
富
士
太
鼓
』『
梅
が
枝
』
や
浄
瑠
璃
『
粟
島

あ
わ
し
ま

譜
け
い
ず

嫁
入

よ
め
い
り

雛
形

ひ
な
が
た

』
な
ど
の
富
士
浅
間
物
の
先
行
作
で
は
富
士
の
妻
か
娘 

が
敵
討
ち
の
主
体
だ
っ
た
が
、
本
作
は
息
子
の
富
士
太
郎
を
創
出
し
て
敵
討
ち
を
担
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
画
期
性
が
あ
る
。

『
世
界
綱
目
』
で
は
富
士
太
郎
を
「
富
士
浅
間
」
の
主
役
に
掲
げ
て
お
り
、
富
士
浅
間
物
の
世
界
形
成
に
本
作
が
寄
与
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
作
の
眼
目
で
あ
る
廓
で
の
口
舌
（
廓
咄
と
称
す
る
）
は
、「
恋
ば
な
し
」
を
「
し
か
た
」

で
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
元
禄
歌
舞
伎
以
来
の
仕
形
芸
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
本
作
は
能
『
江
口
』
の
書
替
狂

言
と
し
て
の
「
や
つ
し
」
の
趣
向
を
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
や
つ
し
と
仕
形
を
重
ね
る
手
法
は
、
例
え
ば
二
三
治 

が
立
作
者
を
勤
め
た
『
二
十
山

は

た

ち

や

ま

蓬
莱

ほ
う
ら
い

曽
我

そ

が

』（
宝
暦
九
年
正
月
、
江
戸
市
村
座
）
の
せ
り
ふ
正
本
「
曲く

る

輪わ

哥う
た

仕し

形か
た

万ま
ん

歳ざ
い

か 

け
あ
ひ
せ
り
ふ
」
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

「
花
吹
雪
富
士
菅
笠
」
は
何
度
も
再
演
さ
れ
、
多
く
の
黄
表
紙
や
合
巻
に
も
受
容
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
富
士
太
郎
を
主

人
公
と
す
る
「
富
士
浅
間
」
の
世
界
が
演
劇
と
文
芸
の
両
方
に
お
い
て
定
立
す
る
様
相
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

『
笈
の
小
文
』
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
序
文
考 

 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

 
 

中 
森 

 
 
 

康 

之 

日
本
近
世
文
学
会
二
〇
二
〇
年
度
秋
季
大
会
に
お
い
て
、
支
考
『
葛
の
松
原
』
冒
頭
の
芭
蕉
古
池
句
誕
生
物
語
は
、

芭
蕉
が
確
立
し
た
俳
諧
の
表
現
原
理
（
芭
蕉
流
）
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
『
去
来
抄
』 

や

『
三
冊
子
』
と
も
よ
く
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

本
発
表
は
、
そ
の
表
現
原
理
を
『
笈
の
小
文
』
と
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
部
分
（
以
下
「
序
文
」
）
か
ら
読
み

取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
「
序
文
」
の
意
味
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
た
い
。

具
体
的
に
は
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

①
「
序
文
」
は
芭
蕉
流
表
現
原
理
に
基
づ
い
た
描
写
で
あ
る
こ
と
。 

②
芭
蕉
流
表
現
原
理
は
、
『
荘
子
』
や
禅
に
見
ら
れ
る
〈
存
在
＝
空
名
〉
観
（
井
筒
俊
彦
）
を
基
に
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。 

③
「
序
文
」
は
、
主
人
公
が
ど
の
よ
う
な
認
識
＝
表
現
主
体
で
あ
る
か
を
読
者
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

④
両
紀
行
文
は
、
「
序
文
」
で
俳
諧
に
お
け
る
理
想
的
な
認
識
＝
表
現
主
体
（
主
人
公
）
を
設
定
し
、
そ
の
主
人
公 

 
 

が
旅
を
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
世
界
を
見
、
聞
き
、
感
じ
た
の
か
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
言
語
に
よ
っ
て
表
現
し 

 
 

た
の
か
を
描
い
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

ま
た
そ
の
過
程
で
、
「
百
骸
九
竅
」
、
「
一
」
、
「
そ
ゞ
ろ
神
の
物
に
つ
き
て
」
の
意
味
、
ま
た
、
な
ぜ
「
か
り
に
」

名
付
け
る
の
か
、
な
ぜ
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
「
序
文
」
に
は
受
け
身
表
現
が
多
い
の
か
等
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た

い
。 
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寛
政
期
「
河
太
郎
物
」
の
発
生
源
お
よ
び
成
立
の
前
後
関
係
に
関
す
る
一
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

 

野 

澤 
 

 

真 

樹 

 

本
発
表
で
は
寛
政
六
年
正
月
序
『
川
童
一
代
噺
』
（
佐
藤
魚
丸
作
）
、
寛
政
六
年
九
月
序
『
戯
動
大
丈
夫
』
（
鉄
格

子
波
丸
作
）
、
寛
政
八
年
正
月
刊
『
通
者
茶
話
太
郎
』
（
同
前
）
の
三
作
品
を
考
察
対
象
と
す
る
。 

 

右
の
三
作
品
は
大
阪
の
実
在
人
物
・
河
内
屋
太
郎
兵
衛
（
天
明
八
年
没
）
の
逸
話
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

鉄
格
子
波
丸
の
『
戯
動
大
丈
夫
』
、
『
通
者
茶
話
太
郎
』
に
は
各
巻
の
挿
絵
に
複
数
名
の
発
句
も
し
く
は
狂
歌
が
記
さ

れ
て
い
る
。
『
戯
動
大
丈
夫
』
、
『
通
者
茶
話
太
郎
』
の
発
句
・
狂
歌
の
作
者
、
お
よ
び
序
跋
等
の
人
名
か
ら
、
『
通

者
茶
話
太
郎
』
は
作
者
・
鉄
格
子
波
丸
の
属
す
丸
派
の
狂
歌
師
集
団
か
ら
発
し
た
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

『
通
者
茶
話
太
郎
』
に
は
『
戯
動
大
丈
夫
』
よ
り
も
多
く
の
人
物
が
関
与
し
て
お
り
、
『
通
者
茶
話
太
郎
』
の
出
版
が

一
定
の
計
画
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
『
通
者
茶
話
太
郎
』
に
は
、
第
四
丁
に
他
の
諸
本
に
な
い
異
版
が
混
入
し
て
お
り
、
『
通

者
茶
話
太
郎
』
は
寛
政
八
年
正
月
の
出
版
の
前
に
一
度
版
を
改
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
屋
仲
間
記
録
に
は
『
川

童
一
代
噺
』
の
開
版
願
が
却
下
さ
れ
た
際
、
同
種
の
作
と
し
て
「
夜
半
太
郎
一
代
記
」
と
い
う
作
品
に
関
す
る
記
録
が

残
る
。
『
通
者
茶
話
太
郎
』
の
異
版
の
存
在
と
作
品
本
文
か
ら
、
従
来
『
戯
動
大
丈
夫
』
と
同
一
と
考
え
ら
れ
て
き
た

「
夜
半
太
郎
一
代
記
」
が
『
通
者
茶
話
太
郎
』
の
前
身
で
あ
り
、
『
戯
動
大
丈
夫
』
よ
り
も
先
に
計
画
さ
れ
、
成
立
し

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。 

   

曲
亭
馬
琴
『
羇
旅
漫
録
』
の
諸
本
に
つ
い
て ―

十
方
庵
大
浄
本
を
中
心
に―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

木 
越 

 
 

俊 

介 

 

曲
亭
馬
琴
『
羇
旅
漫
録
』
（
享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
成
）
は
、
諸
本
中
に
、
「
十
方
庵
大
浄
と
い
う
者
の
手
に
よ

っ
て
、
内
容
が
大
幅
に
改
竄
さ
れ
た
本
（
馬
琴
西
遊
記
本
）
が
存
す
る
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
当
該
項
、
濱

田
啓
介
執
筆
）
と
、
は
や
く
に
異
本
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。 

 

十
方
庵
大
浄
（
一
七
六
二
？─

一
八
三
二
）
は
江
戸
の
僧
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
起
筆
さ
れ
た
紀
行
的
地
誌

『
遊
歴
雑
記
』
で
知
ら
れ
る
が
、
『
羇
旅
漫
録
』
書
写
は
そ
の
翌
年
で
あ
り
、
そ
の
際
に
新
た
に
付
し
た
序
に
は
「
そ

の
旅
中
の
先
々
風
俗
方
言
古
跡
等
予
も
書
留
置
し
ま
ゝ
に
、
此
書
（
※
羇
旅
漫
録
）
の
く
さ
〴
〵
符
節
の
あ
ひ
て
又
お

も
し
ろ
く
」
と
馬
琴
記
事
へ
の
共
鳴
が
示
さ
れ
る
。
十
方
庵
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
既
に
上
方
に
赴
い
た
こ
と

が
あ
り
、
馬
琴
の
本
文
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
て
い
る
の
か
、
一
度
は
検
証
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

発
表
者
が
現
在
ま
で
に
確
認
し
得
た
『
羇
旅
漫
録
』
の
写
本
は
十
八
本
で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
ま
ず
諸
本
全
体
を

本
文
か
ら
複
数
の
系
統
に
整
理
す
る
。
う
ち
十
方
庵
系
統
は
七
本
を
占
め
る
が
、
改
変
箇
所
を
具
体
的
に
検
証
し
た
と

こ
ろ
、
十
方
庵
に
よ
る
情
報
や
感
想
、
見
解
な
ど
が
断
り
な
し
に
大
幅
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
条
が
複
数
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
異
文
は
馬
琴
本
来
の
本
文
に
紛
れ
て
し
ま
い
、
書
写
態
度
と
し
て
は
問
題
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
内

容
は
風
俗
風
習
や
食
文
化
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
馬
琴
が
書
き
記
し
た
情
報
を
補
う
同
時
代
の

貴
重
な
記
録
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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初
期
草
双
紙
の
料
紙
か
ら
み
え
る
も
の  

―
高
精
細
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
観
察
を
軸
と
し
て―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
機
関
研
究
員 

 

松 

原 
 

 
 

哲 

子 

 

草
双
紙
の
享
受
の
実
態
を
探
る
上
で
伝
本
の
初
摺
・
後
摺
の
判
別
や
年
代
特
定
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
改
装
本
の

判
別
が
困
難
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
後
摺
本
は
装
訂
か
ら
そ
れ
と
認
定
で
き
て
も
、
刊
行
時
期
に
関
わ
る
情
報

を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
発
表
で
は
、
そ
れ
ら
を
打
開
す
る
試
み
と
し
て
、
三
田
村
彦
五
郎
署
名
入
り
の
伝
本

（
い
わ
ゆ
る
三
田
村
本
）
を
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
に
よ
っ
て
観
察
し
た
結
果
を
軸
に
、
初
期
草
双
紙
の
料
紙
の
性
質
を

整
理
・
評
価
す
る
。 

彦
五
郎
は
宝
暦
か
ら
明
和
に
か
け
て
草
双
紙
を
入
手
し
た
と
見
込
ま
れ
る
。
彦
五
郎
署
名
入
り
の
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
『
伊
勢
風
流
／
続
松
紀
原
』
は
後
摺
本
で
、
初
摺
は
明
和
三
年
刊
で
、
初
摺
刊
行
と
近
い
時
期
に
入
手
し
た
と
推

定
さ
れ
る
。
板
木
の
摩
耗
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
が
、
摺
り
は
良
好
で
は
な
い
。
観
察
の
結
果
、
料
紙
に
は
あ
る
程

度
の
反
古
の
使
用
、
紙
の
材
と
な
る
植
物
の
破
片
の
点
在
等
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
夾
雑
物
が
料
紙
の
平
滑
性
を
損

な
い
、
印
刷
に
ム
ラ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
従
来
、
摺
り
の
状
態
を
検
討
す
る
際
、
使
用
さ
れ
た
板
木

の
状
態
を
探
る
こ
と
が
ま
ず
な
さ
れ
て
き
た
が
、
料
紙
の
品
質
も
ま
た
摺
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
素
で
あ
る
と

い
え
る
。 

後
期
草
双
紙
で
は
異
な
る
性
質
の
料
紙
が
使
用
さ
れ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
（
佐
藤
悟
「
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
絶
板

と
用
紙
」
（
『
書
物
学
』
19
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
。
初
摺
と
後
摺
の
比
較
に
加
え
、
時
代
の
異
な
る
草
双
紙
や
、
同

時
代
の
他
ジ
ャ
ン
ル
の
料
紙
の
観
察
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
研
究
を
補
い
、
進
め
て
い
く
試
み
の
ひ

と
つ
と
す
る
。 

  

『
赤
城
義
臣
伝
』
成
立
の
一
側
面 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

防
衛
大
学
校 

 

井 

上 
 

 

泰 

至 

 

防
衛
大
学
校
図
書
館
所
蔵
の
、
有
馬
成
甫
（
旧
海
軍
軍
人
・
古
砲
術
研
究
家
）
文
庫
に
は
、
尾
張
藩
兵
学
者
近
松
茂

矩
の
著
作
が
ま
と
ま
っ
て
あ
る
が
、
そ
の
中
に
『
倭
書
読
範
』
（
享
保
十
一
年
自
序
）
な
る
新
写
本
（
平
出
鏗
二
郎
・

石
田
元
季
旧
蔵
本
の
写
し
）
が
あ
る
。
墨
付
き
十
九
丁
。
兵
学
を
学
ぶ
藩
内
の
者
に
、
読
む
べ
き
史
書
・
軍
書
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
享
保
期
の
軍
書
の
流
通
・
受
容
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
だ
が
、
末
尾
に
片

島
武
範
『
赤
城
義
臣
伝
』
（
享
保
四
年
序
）
の
成
立
に
ま
つ
わ
る
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
紹
介
し
、

検
討
す
る
。 

『
倭
書
読
範
』
に
よ
る
と
、
予
て
か
ら
赤
穂
事
件
の
資
料
を
蒐
集
し
て
い
た
近
松
は
、
火
砲
術
の
師
で
あ
る
片
島
に
、

赤
穂
浪
人
十
七
回
忌
の
享
保
四
年
を
期
し
て
、
義
臣
伝
の
執
筆
・
公
刊
の
志
が
あ
る
の
を
知
り
、
室
鳩
巣
『
赤
穂
義
人

録
』
・
浅
見
絅
斎
『
忠
士
筆
記
』
等
を
師
に
提
供
し
た
。
当
初
序
文
は
、
穂
積
以
貫
・
平
住
専
庵
・
片
島
・
三
好
弥
五

郎
が
各
々
書
い
た
が
、
片
島
の
要
望
で
三
好
の
分
は
、
近
松
の
文
章
に
差
し
替
え
ら
れ
た
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
最
初

に
出
さ
れ
た
片
仮
名
本
に
次
い
で
平
仮
名
本
が
出
さ
れ
た
の
は
、
討
入
前
日
の
大
石
内
蔵
助
書
簡
を
片
島
が
入
手
し
て

増
補
し
た
こ
と
に
よ
る
な
ど
、
今
日
残
る
諸
本
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
近
松
の
証
言
は
確
度
の
高
い
情
報
で
あ
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。 

以
上
の
成
立
事
情
を
踏
ま
え
て
、
『
赤
城
義
臣
伝
』
の
性
格
が
、
片
島
の
火
砲
術
は
無
論
、
近
松
も
学
ん
だ
武
田
流

兵
学
や
闇
斎
学
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
。 


